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東日本大震災に伴う特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績の動向等および東日本大震災に伴う特別損失の計上を踏まえ、平成 23 年２月 10 日に 

公表した平成 23 年３月期（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日）の連結業績予想および平成 

22 年 11 月 11 日に公表した平成 23 年３月期（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日）の個別業 

績予想を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

１．平成 23 年 3 月期通期の連結業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  101,000 6,200 5,800 3,300 35 円 00 銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  101,070 6,000 5,800 2,400 25 円 45 銭

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）  70 △200 ― △900 △9 円 55 銭

増  減  率 （  ％  ）  0.1 △3.2 ― △27.3 △27.3

（ 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 

（ 平 成 2 2 年 3 月 期 ） 
84,408 2,469 2,400 725 9 円 17 銭

  （金額の単位：百万円） 

   

２．平成 23 年 3 月期通期(個別)の業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  67,800 4,400 4,600 1,600 16 円 97 銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  68,400 4,730 4,990 930 9 円 86 銭

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）  600 330 390 △670 △7 円 11 銭

増  減  率 （  ％  ）  0.9 7.5 8.5 △41.9 △41.9

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 2 年 3 月 期 ） 
55,039 3,160 3,292 1,726 21 円 84 銭

  （金額の単位：百万円） 

 

 

３．修正の理由 

平成 23 年３月期通期（連結・個別）において発生した投資有価証券評価損及び関係会社株式評 

価損ならびに東日本大震災により滅失した棚卸資産および毀損した固定資産の修繕費用等の損失 

を織り込んだ結果、当社及び当社グループの通期業績予想を上記のとおり修正いたします。 

配当につきましては、平成 22 年５月 13 日予想発表時の金額を変更する予定はありません。 

 

 



 

 

  

 

４．東日本大震災により被った損害の内容 

     当社仙台営業所、湯本工場（湯本製造部、鹿島製造部）、および子会社品川化成株式会社におい 

て、３月 11 日に発生した東日本大震災とその後に生じた余震によって、棚卸資産や製造設備に損 

傷等の被害が発生し、湯本工場湯本製造部および品川化成㈱につきましては３月中の操業停止を 

余儀なくされました。 

   これに伴い、平成 23 年３月期通期連結決算において災害により滅失、棄損した棚卸資産および 

固定資産の修繕費用等の損失 6億 87 百万円（内 6億 56 百万円は個別決算において計上）を特別 

損失に計上いたしました。 

   なお、湯本工場湯本製造部につきましては現在も復旧に向けた作業を継続中であり、平成 24 年 

  ３月期において特別損失の発生が見込まれます。 

 

 

５．その他 

   本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び 

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異な 

る可能性があります。 

 

 

以  上 


